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気候モデル数饉実験組果による衛星プロダクト導出アルゴリズムの検証

ー衛星観測海氷データの活用一

属糧和雄（国立環墳研究所）

本多嘉明（千葉大）、梶原康司（千葉大）

霊20回CEReS環境リモートセンシングシンポジウム
2 9 1 9, 2, 1 9 

培点鑽漏データ・リモートセンシングデータ・モデルデータの融合
クロスチェック／こよるI//J翠システムの全体像の甕髯

グランドトウルースデータ

ブロットスケール観測

直接観測 J 
広域データ

....国 空機リモートセンシング

． 間接観測

拿

二1:t
オフライン実験
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拿 醤澁品夕間の

3次元モデル

現拿の真現とその解釈

フルカッブル実験
統一体系データ・将来予測
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♦相互に因霙闘憬の黒い竃璽フロダクトと気恨モデル出カプロダクトの控立しにプロダクトとしての相且比
較濱証は、双l'Jのプロダクトの后虞◎．とにとって非漕に有苅である．

♦モテルで再111される名雲緊は、 鵬台的な慢註は必置であるものの．匂夏的および生切生慧学的に矛層しな
い相互作用関儒を蠣纂しているよって、膏雙プロダクトがモデル桟証用情藉となる一内で．モデルによる
再111紀棗についても．衛璽による閲援IIA測データから層別にそnそれのアルゴリズムにより随出さnる各璽
賓テータの、広虜匂祖互桟証のだめの、祖対的墨攀慣93と成り得ると書えらnる．
♦今回は．膏Ii'"測により霞られだ北1畜燭悶氷変動データを活用し．そnらの変Illが砲球環直変動にとのよ
うな影●を与えるllllll性があるかに闘；ずる気慢モデル数値実験騨析を行った．用いた渇氷テータは、 J心ぃ
から提供された1,982迂および2012年の北極海渇氷分mデータである事20124においては． 19
82年に比べて、北半球鴎饂期の輝氷が祖対的に少ない．

♦這水が少ない碩讀において、アルベドの減少． SSTの上昇、上四きII熱 ·潟熱フラックスのllOO、下同き
俎波設の漏少、下◎き畏波紋射の違加が起きる．これらの餞直において、SSTの正偏差による外力しより，
大塁が不安定慎向となる．そnにより、上戸流頑0および地上気圧の負属塁傾団が生じる．こnらの鱈匿に
より．大気中上遍の裏震・気温に差バ99ーンが形成されることが分かつだ．

♦今蜜、炭累霞遷も含めたより詳闘な隕げを追ぬ気籟モデルで再1l!された現象が．膏重観尉およひそのIt!!
の霞翼データからも桟出されているかとうか、桟証を遣めて行く予定である．

♦さらに．鵞璽ブロダクトとモテルプロダクトの祖互利用の可艇性を実証していくとともに，それらのプロ
ダクトを総合的に利用しだ地憬システム霰鱗のためのシステム11襲を目沼しだい．
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